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パ フ ン ウ ＝ 胚 の 孵化酵素と局在性に つ い て
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　パ フ ン ウ ニ胚 の 発生 に 伴 う孵化酵素と プ ロ テ ア ー

ゼ 活性 の 変動 と細胞内局在性 に つ い て調 べ た。抽出

液 は 0．25M 薦糖 ・0．　SM 　KCI 　・　12．5mM 　Ca　Cl，　・　IO

mM 　Tris−HCI （pH 　8．O）緩衝液を用 い た 。 胚をホ モ

ジナ イ ズ 後 ，
500g ・10分 で 未破壊細胞 と核を 除き，

さ らに 10
，
　OOOg ・20 分 で 遠 心 した 上 清と沈殿分画

の 孵化酵素 と プ ロ テ ア
ーゼ を 測定 した。孵化酵素は

9時間胚 で は 沈 殿 分 画 の み に 存在 し，そ の 後10時間

胚 で 上清分画 に も活性 が見られ た。孵化が關始され

た 12時間胚で 両 分 画 の 活性 は ともに 最大 とな り， 同

時に 海水中に 孵化酵素が 分 泌 さ れ た 。プ 卩 テ ア
ーゼ

は 両 分画 で 発生 に お い て 著 しい 変化 は 認め られず ，

孵化開始後直線的 に 増加 し た e 次 に 時間 胚 ，12時間

胚 で 細胞分画 を試 み酵素 の 局在徃 を 調 べ た。500g ・

10分， 2，000g・；O分， 8，000g ・20 分 ，　 IO，OODg ・

20分， 100，000g ・60分 の 沈殿分画 と 100，0aOg の 上

清分画 の うち で チ ト ク 卩 ム ・オ キ シ “
“
　一ゼ 活 性 は

8，00Dg ・20 分 ま で の 分画 に 活性 の 大半が検出 さ れ

た。一
方，孵化酵素は 11時間胚 の 沈 殿 分 画 IC84％ の

活性 が 存在 し ，
2

，000g と8、000g の 沈殿分画 を 合 わ

せ て45％ の 活性 を 示 し た 。 こ れ は 顆粒成分 と して の

酵素を示唆す る 。
ブ P テ ア

ーゼ 活性 は IOO
，
OOOg 沈

殿分 画 に 36％ 回収 さ れ，孵化酵素 とは 異 な る局 在 性

を 示 した 。発 生 と と も に 沈 殿 ・上 清両分 画中 の 孵化

酵素活性 増加 の 現象を検討す る た め に 10時間 胚 と12

時 間 胚 を そ れ ぞれ 10，000g 上 清
・沈殿 分画 に 分 け混

合実験を行な っ た 。 活性 の 最 も低 い ユ0時問胚 上 清分

画 と活性 の 最も高 い 12時間沈殿分画を等容量混合 し

た と こ ろ，活性 は 期待値 の 半 分 に 低 下 した 。こ の こ

とは 10時間胚 上 清分画 に 孵化酵素活性 を 抑制す る 因

子 が 存在す る可能性 を 示 す もの で あ る 。

カブ トガニ 胚に対す る アザセ リン の 影響
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　多糖 合 成 や DNA 台成 の 阻害剤 と し て 知 られ る

グル タ ミ ン 拮抗物質 ア ゼ セ リ ン で
、

カ ブ ト ガ ニ 胚 を

処 理 し，そ の 形態形成 へ の 影響 を 調 べ た。

　そ の 結果 ， 胚 域 が 前後に 分離した 胚 が 多 く得 られ

た 。 胚域 の 分離は ， 頭胸部の 第 2体節 で お きて お り ，

そ の こ とは ，正 常海水 中 で ま れ に 見 られ る胚 域 分離

胚 が 主 に 頭胸部第 3 体節 で 分離 して い る事 と異 な っ

て い る 。

　 ア ザ セ リン に よ る 胚域分離胚 の 出 現条件 は 次 の と

お りで あ る o 発生段階 ： 胚 盤が出現す る 時期 に 処理

した 場 合 の み 生 じた 。他 の 時期 で は ，別 の 型 の 奇形

も生 じな か っ た 。 処理時間 ； 24時間 が 最 適 で あ っ

た。濃度 ： 10〜50μg／m ‘が最適 で あ っ た。

　 ア ザ セ リ ン に よ る胚域分離の 誘導は ， グ ル タ ミ ン

に よ っ て 完全 に 抑 え られ た 。 しか し，多 糖 合 成 系

の ，ア ザ セ リ ン に よ り阻 害 され る過 程 の あ と の 代謝

産物 で あ る グ ル コ サ ミ ン や ア セ チ ル グル コ サ ミ ン に

は 回復作用 は な か っ た 。ま た，多 糖 台成 の 阻害剤 キ

シ 卩
一X 配糖体や デ オ キ シ グ ル コ ース に は 胚 域分離

を お こ す作用 は な か っ た 。

一
方，DNA 合 成阻害剤

と し て 知 られ る ハ イ ド 卩 オ キ シ ウ レ ァ は ，ア ザ セ リ

ソ に よ っ て 生 ずる胚 域 分離胚 と同 様 な 奇形を誘導 し

た。胚 盤 が 出現 した 発生段階 で 、10　1M
ほ ど の ハ イ

F ロ オ キ シ ウ レ ア で ，24 時間処理す る と胚域分離が

お きた o ま た，ア ザ セ リ ン 処理 に よ っ て，胚 の 細胞

分裂 は 抑 制 され て い た 。そ れ ら の こ とか ら，ア ザ セ

リ V の 胚域分離 の 誘導作用 は ， 多糖合成 の 阻害 よ り

も，DNA 合成 の 阻害 に 葦 つ い て い る よ うに 思 わ れ

る 。

　 な お ，胚域分離 が 形成 さ れ る機序 は，まだ ， 考察

の 段階 で は な い 。
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